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判。

2霊すの距は銀白色の鱗を装仏第二附節と約同長，第二関節は第三Bf.f ili'~より

も幅賢く且つ短く，第四はお五時節よりも短小である。医部は背町立t己，直

面白色でるる。

憧長 6粍内外，前趨長 7粍内外，最多毛を合む顎長 10 粍コ偶角長 cn:内外。

宿主植物 アカザの髄内に棲み，壱形の姦痩主形成する。

成晶建生期 8 月 4-10 目。

第五章同麹自 HO:ðIOPTERA

第一木議科目YLLIDAE

(1) アケビマダラキジラ Apholara akebiae SHIN. n sp. 

額錐lま頭部と約河長宅続色にして中央部は幾分趨れてゐ，多数;の紘色長毛

主生じてゐるο 臨角は10笛より成り，一，二及びJL，十の 4 節 iま全長に五り

て黒色，第八節は後宇都のみ黒色，第四一第七節の末端部のみ輸献に黒褐色3

頭胸沼部の和と約局長7 雨複眼聞の約2倍長である。第一，第二の用部は第三

部の慌の約 3 イ長大の協を有し長幅約同大，第三節は最長片にして第四百iの約

2倍長，第四節は末端に近く 1個の国政感畳器を具へてゐる。 tf~五節は第六
ぬ

節又ttJþ七都と約同長にして末端に近く 1 個の菌J状態畳f:手を具へ， tfi七ß'pl土

第六節よりは長いが第三節よりは短く，第八節は第六節と約同長にして末端

に泣く 11固の感畳器を具へ，第九，主主十の南部は何れも最短片にして，第八

部よりも僅かに短く，第十部ぼ末端より長短 2本の剛毛主生じ長関毛は卸値

よタも長い。複眼は濃赤色，草限の周園は赤色味を帯ぴてゐるコ胸背は l!t

の大形tJ.る白色蟻腺を具へてゐる。麹のHIi\: 1ま淡続3，膜質部は基部が準透明テ

後半部には薄黒色の斑拡が散在してゐる E縁11~の中片は中肘服用の約 lfff

_.~，......， .. 
際思想鴨宮"事璽盟... 

一一一一一一一一一一一一一一一
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L1'ーに， fl'j 任問!土中脹;百の約 35トの 2 長，題の後宇部lま積黄色味を帯び多数D

羽黒色のノj、斑官ι をこ散主せしめてゐる。頭胸沼部が控黄色左，t;に反し，腹部の

1r ri~f ，土控茨生地 t'L前走黒包帯を各節に具へてゐる。肢は短大にして腿節は異

常に肥厚してゐるO 黒色乃至福包，後肢に時j)，第一附節には 5個，第二附

部には黒色たる lf[:i爪 4f商と第二附節端に約 3佃の剛毛主生じてゐる。 M1Ez C'>

産卵1'1よ(ま予定色にして上鱒は下擁よりも長い。

ミホシキジラミ Aphalara multipunctata Kuwayama (1) 

Traus. Sapporo Nat. Hist. Soc., V., p. 18 (1920). 

鱗 f(' は頭胸扇部の長さの和と約同長， 10 節より成 þ ， 第一，第二及~第九，

第十の 4 都 l士会長に豆 b て黒色，残室長の節は捺色，第一，第二の南節は幅に

, j 
J 

於て第三節のものの約 3 倍，第一，第二の南部は約同長。第三節は最長片に

して合:二部の約 1 借牟長， tn四百iの 2倍以上に長く，君主四，第五の雨節は約

"，~ 

関長，第五節には末端 IZ::近く 1 佃の国民感畳器がるる。第七部は第六節より

も主主分/J、さいが店は幾分大，第八都l土第三節にさえいで長く，末端に近く 1 個

む菌iiえ感党:?;~::.を兵へてゐる。第九節は第八節と約同長友れども甚だしく膨れ

膨夫してゐ，且つ末端よりは 2本の剛てゐ，第十節l会第九節よ b も短いが，

毛主生じてゐる。口吻は長くして腹部!(:建し末端節は黒色。

頭胸岡部は背側。腹の 4面に豆 b て黒褐色にして，後胸部の腹面にある弾距

は黒褐色である。複眼は濃赤色，皐限 3個の周縁も赤色を帯び℃ゐる。肢は

ま・醇・躍の 3 節は概して黒褐色，共の他の節は綾色。腿節は甚だしく肥厚し

てゐ，!ft節は腿節と約同長，第一，第二の間開節は約同長にして続色。匪節

端には約8個の太い黒色の剛毛主生じてゐる。爪は綾色にして黒色では友

有
"-

F
I
-
-
i
i
;
i
 

い。沼lま僅長よ b も長く，長さは幅の 2 倍以上にして末端は尖らす=固く，基

郵に於ける幅は後三宇都に於ける I~高よりも琵ー分小さいご，脹は白色，膜質部には‘• 

""""~，~.，--河内勾ーー一一
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長田l乞五りてで.色の斑引を具へ，各 ij長もまた，IJド〉黒雲l!iを兵へてゐる o illI縁

阪の中 j-「は肘脹日と約一去である(，

出足の陰兵上片{ま下おより腹部ほ??腹ポ:に右lt走C竺色者~;を各設立F に兵へ，

も蔑去、長い。

ク fザF 寸ボf 工タ空 ン Ciたcm'吋i包S.1百三三.11:'[1'勿

中央むよ大月界古Í] (採集八ク岳#窓大泉野，L己:;;広 UÌ，内 ~IGSl nl 十九
円-，司

会.IJ'-'i iJ

昭和十五年六月十五日λ日 H"ï'

サイカチマダラキジラミl\fetap.，ylla robillUe SIIINJI (2) 

J，!::tフ/川flla rl)!Jil1W'- SIIINJI, Kontyu 玄II， No. 4, p..147 (1928). 

サイカチ mcdit，~chia lwrr'ida l\lAKIXO の生長端部の葉を実哀を外[こし葉

軸J七並行 lて殺に折り霊か，共の内部lて寄生して蕃殖し各jp;!鉢からは青色味

をfi?びたf:由契控を長く誌記外ヘラ子皆、突出せしめてゐる。か L る~~{土生長長 l亡

最〉(成

も持続jr}~怒を績ける例がある。

躍拡帯責i炎続色。領錐lま黄色でU字形の突起僅を生じてゐるつロ吻1;i:T2íJÐ主

を越してや!lび末端は黒色であごに抱f!i~1ま

謀長'J;色ー南部は黒色のSE2ii を兵へてゐ

々"
る。飼角は10節より成り第一，第二第

え， 'ir~十の 4節と各節の末端部とは黒〈
安~ 39 殴

サイカチキジラミの前麹 第三一第七の 6節の基牟部は淡黄色であ

~c 胸部のご片面には 5 僚にJ黒色縦走椋があって黒色を呈してゐる乙肢は概し

て黒掲色である。麹はタト株主底謹とせるこ等謹三角形形を主し地色は1:;<.白

i
i
i
i
i
t
i
d
i
-
-

鴫際明E

色であるが多数の黒色斑紋乃至斑訪を散在せしめてゐる。黒斑の主なるもの

J主主?くの知てで、ある， rlnち前段脹に沿うて 16/J、結，保服に沿うて 7 黙，[喜今服

闘も
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に沿、て 10 .;九，尖の}， i9部に 2-31田，交文明に 1 ~}i ， ~n 上に 5 1国 ::\1

2 」に九灯、之の支又i.)i(乞 1 黒ji，之与o凶郊に í ~tri ， C 1 上に 8， C 2 上に

4、その交文~，:ll.i に 1~ ~与の伺叫に 3i同， ::\18 柄部に 1 ， H.MC{百部に 3 個，

り氏ょに 3(同，故iえよ E l\f C との問に 16 {国，麹斑ょに均 32， R と RS1m 

に約三0， I\，と C:m: ìlfj(乞示江 30 1回，1\1の柄吉E と C の中西音官との![自に 18 11誌， R

::¥IC 1:I.-s j~ß 土砕販店j に:;:'') 55 閣が 4， 5 列をなし℃ゐる。趨の長さ 2.2 粍・内

外。 lr:::k 2.0 托内外。

¥ 3 i べこキジラミ Pí'yll乱 coccinea KUWAYAMA. 

原記述 P~ylla coccinea KUWAYA~IA， Trans. Saporo Nat. Hist. Soc. 

II. p. l�1 (190�). 

アクピムkebia kinaia DECRE 0生長端に近い部分の葉~Z::寄生する。

ヰミ;桓のむf主どたけた棄は一般の例と異り J~~を外，葉去を内側にして折れ重

りて内に木耳が按む。品箆のTI1下に'J4・る部分は琵ー分窪み且つ外側へ突出し，

問時l亡史上のものが肥厚するを以で恰も天狗集荷に揺ってゐるが如くであ

る。 6 月乃至 10 月に亙つτ此琶天狗巣病的孟壊を成さぬアナJ::は殆ん芝結

無と云つτ良い。此等折豆ナる葉援の内側には 'li~ に多量の水滴と肢と木耳と

が見られ，木!lli. 1ま I託して美麗な赤色であるが、樺色，克己，緑色乃至白色に

近い{問瞳もあるO 赤色彊も酒店1:1-1に保存する時は脆色しτ淡緑色となるもθ

である。

(成檀〉

憧は概して美麗なるう;ミ紅色で、顕著な毛主訣き頭尾方向に細い菱形である。

頭部は 1 縦走披置で左右前郊に;子たれ，煩錐は長い方で，少訟の毛主生じて

ゐる。位!YJIま 10 節より成り盤。約 5 分。3長で基郊の 2節は赤く末端の 2

節は黒く他06 節は白色である。第三節/'t.最長j「で第四:えはお五簡の約 1 倍

輔、

‘骨
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~.去るり，第七節lま第六笥よりも長く，第六百iは釘五節よりも蔑ー分短い。胸

部は朱色，肢は概して朱色で陸部端には黒色のlfl2毛主 Jl.へ℃ゐる o ~窃は tp透

中阪は肘JTh~幹の約 4 分の 1 ~~占か明で脹は克己o ，TE切販は拍々上方へ曲り，

ら立す'るO 腹部のニFf面には黒斑無く，第三一品六部は隆起してゐる。雌のよ

位生殖板は下位生殖板よりも去い。

Psyll乱 jamatoniea }ζUWAYA:\IA. ヤマトキジラミ(4) 

l
i
l
i
l
i
-
-
I
N
-
-
t
i
l
t
-
f

ぃ

1

F
 

Nat. Hi耳t.Sapporo Trans. Psylla jamatoni四五UWAYA)lA.原記述

Soc., II. p. 167 (1907). 

笹は淡綾色。頭部は黒色主主ぜヂ，技限は黒色， T罪眼は赤色。額錐は大き

くして長脂共に第三関角節と約同長。舵角は
' 

概して黄色たれども，第五10 節より成り，

一第八節の後宇都と第九及第十雨節の全部と

は黒色，第三節はお四節。約 lflf宇長， 1f~jL ヤマトキジラミの前麹

節は第三部と約同長，第六節が最短片である。端刺は第十節よりは短い。胸

部黒色友らす.，題は準透明にし℃眠は黄色。肢の肘，眠同は令脹捕の約 2 分の

1長。肢は黄色なれE も後肢のlEg毛は黒色。腹部は黒色でなく賀稔色ο 上持

-

F

i

l

l

e

-

r

 

は下鱗よりも幾分長い。

.<長盤長雄 2 粍内外，前趨長 2.1 粍内外。

ネムノキA1biz山 julibrissin DUR必Z.宿主植物

金問的の分布をなし，成品は 7 月 5 日前後(c現はれる。布分

グミキジラミ Pylla elaeagni KUWAYAMA. 

Hist. Nat. Sapporo Tra田.Psylla Elaeagni KUWAYAMA, 

Suc., II, p. 16-1 (1907). 

原記述

-W 目~-て守叫"..，~.;ゆ科目~.. 司恥鴨持、必戸守?鳴門 心 F同""理事時~宇d" 一一"...，.."""""
帽開u専醐閉開開閉思間町一
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(成 最〕

憶は黄緑色にして頭部は黒色ならす\柑錐の先端は尖り，緑色。複眼は黒

色である。 f!ß:i角は ijil"lilの f!ヲ牛長にして黄白色なれどもブ/..，十の雨節は黒色で

あ乙 3 肢は責色にしてiITliTiのみ黒色。認は準透明にして阪は黄色。*種の見

易きt;:7:主主r としては前運の内縁室説法ぴ第一室より純分J況に至る各服聞の外縁

に接す，:)1誌に各 1 f)1!I，計 5 {l誌の黒褐色。斑331があるととでるる。

(6 イタド 5 マ夕、ラキジラミ P.;;vlla iぬdori SIHN.J工

l勺011rJulori R~TI:!\JI. KO!:tyu ~'ol. XII，立o. 4, p. 149 (1938). 

イタ iドごリ Pυ'ulyg 

0.~ 41 悶

イ F ドリキジラミの官百合2

Fで北海泣・本汁l ・四国・ jL ，}十11二分布してゐるO

本商に守主せられた的合には比較的古い葉!ま設

r しないが?生i.(}Íi'M]~::i ~")般荒{立主主!土持、結せられ

る。 9 月， 1 () J:J ~ーには1どもまた守止され-c 1 塊をご

rt~ し恰も守7，之が生じたかのまnき盟主主ずるに至る

ものでるる。 6 月 -10 月にかけて毛氾でi~~去し作られる。

(、成 i~D 

僅{土褐色味のJ怒れた茸包である('額3箆:注2討!ぽ土訂キ卒t日:図5

号帯帯?存Fびぴ、ててゐ z札》勺乙椀苦都i官ílは土手烹荷1手J黒 u茨芝!百守色の絞走紘を兵へてゐる O 複限は黒色? 皐限

は赤色を帯びてゐる。阿部は蒋黒く，約 5i段の白色縦走j民~ 1i:: Jtへてゐる。肢

は割合に短小で、医附雨笛 J土黒く残部{玄白色である。題は準透~Jlで末1i'~j {ゴ:尖ら

す三前趨の医脹端はE続肢と約ïJJ:角をなしてゐる。 肢は短く [~RfX!'jは黒色で

ある。腹部は談黄色の地色{亡黒色の核走者?を各王支部上に兵へ℃ゐる。生殖持

は架色で，末端部は黒色司岩子の毛を生じてゐる。位五1.7-2.0~:[~ 前超長2.0

粍。

一一一一一一一

軸司除



…一一…一
画画直面抽

「
J f ミ

-5トアーへクデキジラミ I、ylh fulvicsl乱 Sm::;-.n(7 ) 

P.'IIZh �lt:i"d.7 SJII丈JI. Ins~ct ，\:アorLl， γ(l!. XLVI，ロo. [;33, 

1:. -~、 1D12).

lfけ竺コ.-て
I~j 、:， U)~

ど;(主主主。 II~nf!t少しく ~ft~~主主~;{}ぴてゐる。 !Zηと 10 'Q~j 土 1) 成札口3

止、 ~j~:三日公民!'L1と':íο約 1 イ汗 fl三:Lf:. ~(ブL

d-

ブL.- :~~--I- v:)H三X:j!t:~::~フ ~t~也、らトi }íí!土古己である offi-- ， 'i;この r;.~íirJ '~:n:rJ0] 

ぷペー刀下:~ .~'3 i 士 'J 'tinの 2.ítr-の中f!ji二肥

大してゐる。釘十日出に立やる悶毛{三三ゴL笥よ

1) も手4 く， Z7十色1:;(j.-ITIiく 1:'1.り， .~(~ブL21 よりも小

である(: Jjí~Jt3t法色 nJit:ßの名技御前五:J~tfたに

爪は長mいο 後惑の 5 E-ITでは黒色にして長く，

い。前麹は準透明にしてJl.ffi: 1土賀色，肘脈情lま中

脹柄の約 4令の 3長であるο
",-.. -吾2 阿

づゲマグミキジラミの問題
サナヘ F デキジラミの昔日
主主

の登止をす'oJ 0 

有題晶は 7 月 10日前後{二認はれる。全閣的上
下

東京都，杉並区京窪。fEElj地

サナヘタデ Polygonurn lapalhifoliu?11 L. 宿主誌物

サクラタデキジラミ Psylla polyg'omifolcliae SHINJI (8) 

no. XLVI, World vol. Psylla polygonザ'oliae SHIN.吋 Insect原記連

533, p. 4 (1942). 

盟lま31ろ少数の毛を生じ帯責淡褐色である。 頭部の背面{ま 1 縦走鎖積によ

。て 2Jf劃せられ，窃1錐は窓!著で‘貰色。口吻は前肢の基節を過ぎて伸び末端

部;土占!?q 己， f節目 l土黄色である o j霞角は 10 節より成仏複眼を含む頭幅より

tも謹かに長く，前肢の鹿町雨笥の和と約同長である。末端の 2節は黒く，他
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ím~ま貰色士第三~i:iは最長，第四第五言o六の 3 t?i とか-1::;第八ο2 もjj と l土夫々同

長， ，%J，'::jLフ第十の南部も亦同長で共にtTE七笥i よりも短い。複f!IW:i良紅色c 胸

部は長く琵遣し，背面の 4 倒縁は黒く中部には縦走せる 4 1*の2VZ自己主[í とまf

色部とが交互に配列してゐる。

(9) 二ハタデキジラミ Psyll乱 polygoni SHINJI 

P.~ylla poZygoni SHIN.叫 Kontyu， XII, 4, pp. 

146-14ï' ぐ1938).

ニハタデ(ミアヤナギ) Polygouum aviculare Linne の童部誌に葉商に寄
ーー一-，.酬回国民見司"'=--

然 4 3 問

品ノ、!7デキジラミの前麹

生する。葉の場合には稀に葉面にも寄生する

が，普通には葉裏をご選ぶ。此場合南葉縁は縦

に葉裏へ向って傘かれ共中に昆晶が蕃殖する

を見る。車種{ま帯青白色の綿袈物を分泌し，

之が線献をなして持結晶癌外へ突出する。 7月下旬から 10 月下旬に瓦つ℃

採集し得られる。

一(成品〉

僅lま淡絵色で額著たる毛を訣いてゐる。頭部は 1 縦走黒色絵で2分劃令ら

れ，談結色地に黒色の斑紋を具へてゐる。複眼ーは諜赤色。額錐はE宗国錐ffJ~で

高さは基部に於lナる幅と約向大で白色，末端は銃く尖らない。鈍角は10節よ

り成り，第一第二tf'dL第十の 4節は黒色，残節(ま白色である。胸部は良く殻

育し背面の 4縁は黒く，地色は白色で筋肉は黄色である。肢は寧ろ短小で

第二郎官官と爪とは黒く，残部は瞳と同色である。麹/t;工準透明で、脈は黄色O 趨

班l:~*店長で、殆んE趨端に建L.，第二肘服は黒色である。腹部の背面には黒色

の積定fiEがある。生殖締は雌雄何れの場合にも上位のものが下位のものより

も長い。

間長約 2.1 粍，前麹長 3.1粍，簡免長 0.95 ~.宅。

マ一一一一一一一戸一一一一一一-，-，~~~一一一勺でマー司
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(10) ナシキジラミ Psy1Ja Fγrisug乱すOERSTER

原記述 PsyH乱 pyrisuga FOERST., p3yll. Ver. Xat. Ver. PrOU33. 

Rheinl. 3ぅ p.78 (1848). 

副記述 Psyll乱 pyri四ga KUWAYA:llA, Traus. Sap戸o. :Nat. Riョt. So巴.

II, 165 (1907). 

異名記述 Psyl1乱乱ustriac品 FLOR.， K d. Rbyn. p. 3�2 (1.'361). 

PsyJla rutila MEYER-DÜR, Psyll., p. 394 (1871). 

Psyll乱 rufitarsis M:EY.-DむR. ， Psyll. p. 394 (1fl71). 

Chermes Pyn SOHMIDBERGER, Beitr. z. Nl1t. Schaal. I部門

1, p. 179 (1827). 

檀は淡紘乃至淡黄色にして複眼は設赤色にして黒色l乞近し簡角は僅の約

85予の 1 長lとして準綜1[}(， 10節より成り，第九，第十の雨節は黒色，訪四一

第八節の末端部は黒色を帯び，残訟の部域lま淡黄色である。額錐は額幸子にし

て談黄色。肢脚は概して貰-色。胸部はた僅黄色。題は準透明にして脹は演出

色，肘脹柄は中)]}li:.柄の約 3分の 2長。雌の生殖器にありでは上位.~~は下位持

よりも造かに長く，共に黄色であるο 僅長 3粍内外。北海道以南jL 丹i朝鮮に

も分布し， .1 , 5 月頃に梨の投棺，奨同等に寄生し，或?卸会実哀を侵し，此
4宅訟

。場合には葉の容結を誘致する。

(11) ナナカマドキジラミ(新種) Psylla sorbii SlIINJI new sp. 

僅は責主。頭部は蒋黒く，複眼は黒色，翠眼は赤色。摺免{ま 10 節よ b 成

払第九，第十の南部pみ黒色，他節は黄色，第三部は第四一第八笥の和と

約同長p 第五節一第十部は幅よりも短くして球形，第四笥は師よりも堂守令長

い。端)jiO毛ーは第七一第十節よりも幾分短い。胸部は概して美麗なる黄色。 6

ザザ-日・ 四♂ 戸ー拘W吋-~.割問胆四... 明司
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肢の腿節は腔節の 5倍以上に肥大

し黄色である。腹部は概して寅

色，下事務は上持よりも僅かに長

ν、。

麹は準透明にし℃脹は黄色，肘ナナカマ γ キヲラミのjJ百忽1,':> 44 図

l
i
l
i
a
-
-
-

1長柄は中JJl柄の約 2.会の 1 である。

80rbuι co附nistαHedlu:d宿主世t~tナサカマド

6 月 15 日。法ZE探集

摂型地東京都府中町。

Psylla viburni SHINJI 

p，マノlla vibumi SHIN., Insect 'WorId,vo1. 玄LVI. no. 533, p. 2 

ぐ1942).

原記述

位は尖麗なるま立金支:色にして蒼白色の白静と綿梨物とを装着して居る。頭

部は黄色。複眼は設赤色にLて黒色''1:~く，JjI限は赤色である。館角は 10

節より成り，第一?第二の雨節は長幅約同大，第三一第九の末端部と第十節

の全長とは黒色，接部と他節とは黄色である。第三節は第四節の約 1 イ古今

ー
、
、
，S
i
l
a
s
-
-

，
f
i
l
l
i
s
-
-

‘F
i
l
-
-
'
i
l
o

ガマヅミキジラミ(新種〉(12 ) 

長，第四一第八節は約同長，第九及第寸弓つ雨節は同長にして第八節の約 2分

の 1 長っ末端iの 2剛毛は黒色にして第八笥と約同長。胸部は概して荒色，趨

捻準透明にして脹は黄色ヲ肘脹柄!土中脈問の約2分の 1 長O 肢は爪と後肢の

4距毛と第一蹴節の 2 1i'fl毛とが黒色。額癌は大きくして貰色，第十鵠勾留と

約同長である。毘端の下採は上訴よりも少しく長く，黄色である。

コザマグミ γ'iburnu仰ì dilataf,um TnuNB 

~~"十
一一一ベ年コケ問問事問問判明言明開守寄与問仲間明開附

G 月 20 E.o 京京都府中町ヲ

噌~

宿主植物

採集年月及標型地，

.. 照宮てゴ同開F
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(13) タマヤナギトお~!キジラミ τl\Z九:: br:ThcmiaE' SIII::::::-JI 

原記さ Tri'.:() J, /;:1・ch::mia;; SHIN., 昆誌 W:芥 XLII 宅， 49G 説， p.2

(1938). 

{霊長 2.9 ;::[:内外.です肢:民 3.2 粍内 Vトで言うるが，印して王手季に羽化するも

のは大きい。一段の箆色は貰・金責20 僅かに!:l1の後綜近くに黒色の波Jfえ帯

があるのみで、監金位{土=;ìl色で、あるが・老熟せるものにあり℃は複限並に儲角

の末端部なる 2 節もまた黒巳でるる。

1";; 4-, lB� 
F マヤナギトガリキジラミの古自主E

、4二ζご

頭部は胸部よりも的小く，頭頂は字ろ

応i平1てして長さは申誌の牟よりも九額

錐!ナ固く格l)‘償却なる毛主ご密生して

甑角 Ij.1 0節より成り，第一，第ゐ乙

二の雨節を除けは、頭部の雨複眼l切と約

同長，第一J店二6雨節はj与に他の節のg&'fi青たの直{.r;~を有し.よさ中間同大，

'9:~jLー第十の雨節は黒色にして第十部の末端よーりは 2倒の間毛が生じてゐ

る。複眼は宇球形にして濃赤色乃至黒色味を帯び、てゐる。

胸部は著しく隆起し黄色犯し℃前胸??は短い。肢脚は短大にして寧ろ頑

後肢の匪笥端近くには 4!!l]jの黒色なる距刺もこ兵へ

てゐる。麹は準透明にして趨1町長色物jiたにして末端ii抗り 3 即時

爪は 2 聞にし℃黒色，丈，

の 3{音字以よある。持喝中・肘の 3眠tt麹基よりも会超長の約 4分の 3域に於

lf る 1 思ljより同時に生じ，肘脹柄l土依如し℃ゐるο 趨頂より内縁に滑うて 1

僚の黒色波J氏盟があり，他種との1![}}IJ をするのに便利である。

雌患の生殖持lま上事障が下構より，も主主かに大， 同事貯の末端ば黒色を帯ぴゐて

る。控室主のものは短小にして腹部の末端節と約同大であるο 腹部の背板は著

しく隆起し，各環節の接続音ßt土議黄色であるの
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重量 痩

本種はクマヤナギ Berchemia rωe J1losa 8IEB. et Zucc. の新芽に産~rl し

劫品lま葉表に Lf重のZE壊を形成する。轟鹿は葉1民間の部分が葉表へ字球形に

して扇子なる護献躍をなして突出したるものにして直保 4粍内外，高さ 3粍

内外，表面は平滑にして多くは紅色又は帯武紘色を呈しておる。晶癌形成の

嘗初に於ては幼盆は議誌の裂口の口訴に棲息するが，長すエるに従って最重宝内

に棲むに至る。幼姦iま瞬化後約 4週間~経τ6月20 日前後に沼化し℃成主主

'となる。年 1 同の主主生をなし従って 7 月以降に至れば本麗の成車を得られ

たくなるものである。

(14) タロトjj' !Jキジラミ Trizoa uigra I{UWAYAJxIA 

15t記述 Calophya nigra KUWAY.-\~L\. Tr込山. 8apporo N乱t. Hist. soc.~ 

Il, p. 160 C190�). 

世は黒色3 頭部は黒色。複HJ~は黒色にして大，額錐は末端が尖つτゐる。踊

角は短くし℃僅かに胸部と約同長，全

長に亙り黒色にして~5ー第二の雨節を

除l:tば各節は国筒献にしL:IP冨よりも長

い。前題は準透明にして脹は黄色，題

10 46 図
タロトガ3 キジラミの前麹 端は尖ってゐる。腹部は会僅とし℃は

黒色tこし』ヨこ各自i端は帯)[J~に黄色で、ある。雌量生殖器の上位都は下位耕よりも

長し末端は尖ク℃ゐる。北海道より九ナl'I!'L亙り分布してゐるが，イ同盟の登

生数は割合によかい。

(15) ウコギト方ーヲキジラミ Trizoa ukogi 8HINJI 

!京記述 Trizo，~ ukogi ::)11I::\・9 昆f，;iU:界 XLIV 各， 511 競， p.2 (1 94)入

/ 

マー一一一一一一一←吋→一一一一一一
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議〉ぐ蹴

量豊は寧ろ大形にして，地色は貰梓色である。頭部は黒色部を有せす三 1立浪

争点錐l土器]

ミぎなれども末端は尖ら

-j;， 倍角 l念頭，胸南部

より成り，第一釘二の

は淡汚褐色
-
7作
J
V
 

厨
キ

η
'
n〆

4

ガ
針w
ト
麹

ギコウ
前

の和よりも短く 10節

角鰯{上)

jii 

開節と第一乃至第五日

の大部分とは黄色，他

部は黒色， M~三官官は最

長}干にして第四，第五，第六の 3 節の和と約同長，第九，第十の雨節は第一

第二雨節と約同長にして且つ膨大じ，第五節は第四節の約宇長である。題は前

. 

後南封ともに透明，脹は寅-褐，麹長は趨幅の約4倍，趨端lま尖ってゐる。偲

中E町田中肘〈合同〉脹は中脈拍の 2分の 1 ，第一中脹は215ニ中肱よりも長く，

は第二中脈の約 2倍長，徳駅柄lま第一律脹の約 2倍長，第二侭脹は波紋を呈

し趨頂l亡達せす"柄部の約 6倍長。肘脹柄は第二肘肢の約 3倍長，第一肘

脹は第二中肱の約 2倍長にして苦しく上〈前〉方へ智泊してゐる。 2 肘脈問と

また，前後ニ中~聞とには各 1 能づ ι 結線よりも成る斑紋が趨務主くにあり，

南趨の母肱と部会との閑域は黒色に霞んでゐるの肢脚は寧ろ短小にして概L

τ黄色。1ÈEi毛は黒色でるる。腹部は寅梓色の地色上に背面には黒色の菰f走帯

がるる。雄惑の梱握器は黄色にして角質，よ(背〉鱒は下鱒よりも幾分長い。

僅長 3.5，粍前趨長 4.5 粍。

議護及生活史

本種はウコギ Acard:hopan'1J: spinosuT/t D. et B.の葉柄の基部に大7fbの蕗

藩主形成し共内にありて生長ずる。訟寵i立石7~，え乃豆長紡錘形にして雨端が

樽膚開明開場零

喝容
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諮問く 7 中部が膨大してゐる。長{3lI:1C粍内外，短{~4l，:F "外。表面は絞告にしてT

f丹， ~&はi手さ約1粍，内部は1乃至 3 告に隔離され，各BIま 1 幼惑を符れてゐ

る。幼品は紘色にして扇子蒼白色の約禁物を号、担、する。岳遭{はり月中旬頃まで

には殆んど成長し格るもρなれE も，幼皇室は生長遅々としてたまや， 10J~20 

日頃より成長し終りて議痩ρ中央部主裂閉して外部に Bl -C羽化して成品とな

哲ヲ女で交互・2去に雌~Iま芽苦の基部{亡庄ー卵するものとヲ離脱搭下する惑捜内

ι幼患の有較にて越年し，翌年4 月下旬-5 月に沼化し出る個髄とがある。

摂取地岩手!揺盛岡布外、高岸村，東京都府中町。

宿主私物ウコギ

(16) タハキジラミ Anomonellra mori SCHW ARZ 

盟は武色にして寧ろ大形ρ部に麗し，雌の罷長は 4粍内外，前趨長 4.5 粍

!内外を測る。技i浪は黒色。官EJタ〕は 10 節より成 þ ， :2r5四~第八簡の末端部と

第九， tis十同節とは黒く， !芸域と ìeê.n とは黄色でまうる。胸腹南部は概して黄

色なれども若干の茨白色僅が認められる。肢lJl~は黄色。前麹は準透明にして

荷抵は資色，係会肱は耳U /j:らすコして前方に 3-4枝を生じてゐる。麹端附

近並l七仁川出Eには黒色に霞んだ部分がある。幼轟の生殖器は先端が尖り，上

( ー 位前吹下位持と約同長若しくは艶分より長い。桑の葉嘉(l:寄生して白色の長

'曙"'00-::-ピ‘時期明曹F

いtiil芸!;刊を分泌してゐる。撤葉(j:寄生する場合VL眠り葉の君主縮を誘致する。

全習的D分布をたしてゐる。

(1 7 , タカトウダイキジラミ Trizoa Euphobiae SUIN. 

原記控昆議t{:r 46 者， 2 競， 2 頁コ(1942).

(Jlt1t畳7 随l土中形，寧ろ扇平!亡しで淡殺色乃至淡黄色地に黒色の斑1?? を兵

へてゐる。頭部は淡黄色にして黒色部を有せす勺額錐は甚だ短く且つ末端は
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固く終ってゐ?責色である。複眼除額箸にして諜赤色・ 殆んE黒色(亡近い。

~1限lま複眼とは明瞭に分離し赤色である。簡角は頭胸岡部の和よりは苓し

く短く， 10節よりたり，第八笥の後牟都以後第十節の末端に至る告r域{土黒色

にして翠瓦肢を呈し， 残飴の笛と郡城ーとは樫と同色の淡貰色である。第一節

は相よりも長さが劣り，第二節は長幅約同大にして幅は第一笥の幅の約 2 併

大，第三笥は最長片にして第四・第五・23六節の和と約河大ヲ ~'j四 ili'f!J: t;'~六笥

と約河長，第五iET!ま5f5四節の約2分の 1 長，第七笥は第八~第六阿部の何れ

よりも短いが，第ゴdûi又1-:1-第五節よりも牟牙長く，第十Wl土台3九節よりも琵

分長くして末端には黒色の 2 剛毛主生じてゐる。胸部特11:T-f板は黄色にして

杭一 1.を楯板は甚だ長く，各楯板は黒色縁を以て堺してゐる。肢J土写ろ短大に

して淡黄色で志るが第二開節と爪とは黒色，腿節は腔節よりも経分短く，.後

腔部品:;H"c;ま黒色Zどる剛毛が 3個稀には 41間生じ℃ゐ，持は爪よりも設分長く

し℃淡黄色である。前題はトグリキジラミ形ではあるが，末端は悲しく尖ら

たい。題長は麹揺の約 3倍大，脹は寅・色，筏中肘の 3脹は同じ知に於て分れ.

経~技より生十る極脹は途中に於て少しく前方へ曲 b て後l亡麹端前に於て前

設脹に合し， 中脹校は分離後殆んど直ちに上方へ替入して後に趨端iに主主い

之れより生やる第二中阪は外縁に於て且つ揮脈が前殺に交ると同じ距離に於

て交つ℃ゐ，第一肘JJJ&は第二肘脹吃第二中JJJ&との中間を走ってゐる。設題に

於ては肘脹板は陸中脹の分離訪に牙酔.....'中・但雨脹は趨頂の上・下両縁l亡

於ける等距離の黙に於て麹縁に出会ってゐる。腹部の地色仕淡寅色である

ヵ\.第一乃至第七腔震節の背，舷雨板は黒く第七以後の諾節は淡続色であ

乙 雌阜の毘端なる南事態は共に淡緑色にして上競が下事態よりも艶分長いJ 成

誌の出現期は 11 月 5 目前後である。

〈窓越〉 本産はJR京附近に於℃はタカトウグイの地上室に産卵し，此の

昔日二主ナる側技 5- 1{固に幼誌が寄生する降、は芽は援形し℃殆んど叢fH菜塊
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そとたし幼車は各誌結実問 l亡白色応干の最盛をなしτ寄生し， .!l名手火の伎に成

晶イじする。

に 18) クジトガジキジラミ Trizoa qucrcicol乱 SRIN .u. sp. 

躍は小形にし℃淡絞色乃至淡克己島誤広告は胸部よりも幅小く，複眼は薄黒

い~私立iは額と約同長窪に長大にし℃長国錐形，末端よ D約 3分の 1 位の所

三八五位れ℃ゐる。会長tこ亙り i炎紘色にし℃多~の長毛主生じ℃ゐる。鏑角は胸

此よりも長く， 7-9 邸よ D 成 þ ，第一第二Ðrl~節は長幅約同大にしで決結

色，拡三部一第七若しくは第九簡は黒色にして紙j伏である。第三節は第四節

む約 2倍大，第四部は第五節よ U も長(，第五節は最短片，第六節，第七節

及び第八節は第三部と約等長，第九， .~:汁ーの南部は約等長にして共に第八節

心約千長である。

胸部は隆起甚しからす三会長に亙り淡紘巴乃豆、淡黄色。肢蹄は寧ろ短大，

爪は 2佃にし℃長崩色z 後肢の鹿島i:î近くには 3 個の黒色なる]fg刺を兵へてゐ

る ο 起は半透明にし℃えHH辰は黄色， 4>;葉献にして趨端は尖り，長さは幅の約

3倍長ある。 経・中・肘の 8)民は題三きより全題長の約4分の 1 故に於ける 1 貼

よ P 同時に生じ，肘脹は会長の 2 分の 1 長主過ぎて 1 枝を生じ，中，肘南脹

j"J1 と肘肱爾枝問との匙縁部には則ー帝京都がるる。雌車の生汚濁躍はよ事容が下鱒よ

タも長い。僅長此儲 2.4粍，雄品 2.2 托，超長3粍ヲ制長1 粍J

標形地京京都下府中町

品鹿及生活泉本種はコナラ・クヌギ及びクリの葉裏で翠献の轟鹿を形成 L

J毛の装~;!k~痕の入口部に寄生するoZE漉は葉裏:τ開口し，此の部の長符iは 4

粍内外『短係 2.5粍内外，深さ 3-4托T 葉表方面に突出し葉表部の色は貰

色なれども，・先端の尖れる部分は褐色である ο 第 1 同の幼裁は 6 月 10 日頃

ι現はれ，乙れが 7 月初日前後に成姦となり， 153二世代の幼議は 8n 10 日

-制限均専明司里 町一一町判明略的…却場開問問機報欄棚欄轍網棚k



成品位 10 月 20 目前後に現はれるJ

COCCIDAE 科轟議-介

股脚のgft-gíJは 1 笛より成り末端には 1 爪をつけ，簡角は延鎖献にして(j-

25 節よりなる。雌姦l土器生無題にしτ? 多・くは劫還期にのみ移到J し，成品と

たれば国芳生活をこなすが，産卵期に入るまで移勤し作る知もある。後者は所

456 

前後に現はれ，

謂裸介車線 Unar側d scales でる仏前者は有支え fr殻類 Al・med scale.~ であ

っτ，自薩より分泌する角質様物質泊先庇とよ P 成る 1 程の介設にて蛮は

雄訟は小形にして且つ 2 同の明朗、

を経て後に有麹の成姦となる。雄姦のTJíS題には趨眠少し後担は返{じし

て平均担と化しm期の月をなさないσ 本科にはサンノゼカヒガラの如

き果樹の大害轟が多数、あるが，量震昆議とし℃は下記 3種が主なるものであ

れてゐる類である。共に雌盆は無担1

る ο

SURFAMILY LEG人NIINAE科韮轟重要介竪

劫品及雌品の腹部の腎板部には深い鍵院がありまた之に接して 11MのfF~ キ

チン貨の三角板がある。肢脚は多くのものに存し下唇は 1 設節より以つ℃

よ協

ゐる。皆概して大形である。

Genus Pulvillaria 麗轟穀介続

雌患は充分生育して産卵期に入れほ腹端より白色綿梨肢の噛質物を穿託、し

て所謂9;5裳~形成し，共の内に産卵する。卵誌は髄の 1部主夜ふ事あるも会

障を被置する事はない。

クハノワタカtガラムジ PluvÍlluria kuw::coh KmVANA ぐn

l

i

l

i

-

-

j

i

l

l
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i室!土拓国形にして扇平，桑樹の皮苗主主iに葉茎に寄生し，撒葉は~めに持結

する ο 楼心地色(二淡一黄色，那裂は白色にし℃睦よりも長く，背面に凹繰が縦

'走し二ゐ与。簡JIjt土 8 節より成り，第三節は最長ff，第四EiIは之、にE ぐ長片，

第二笥は幾分短い。第七節は最短片で末端近くに若干の長毛主生じてゐる。

肢は 3 封共額喜子l亡しで約同大，1m節は座節の約 1/2 長，盟側の絡込l立法

く， 3 佃の刺毛主生じてゐる。三角板は小く，底謹と外遜とは約同長にし亡

頂知には数本の剛毛を生じてゐる。

官霊長 7粍内外，卵霊長約 10 粍。

分布 本列、iに普謹の桓である。

撤去Eのみが持締して~~をなす。

力乙方ラ号ドキ嵐 Genus Phenacoccus 

能は楕図形にして協角は 9 節より成仏 6 肢は顕著，区門輪には 6佃の悶

毛が生じ℃ゐる。産卵期に入る前には鐘，z:白粉主岩け℃ゐる。卵子は白色綿

薬物よりたり野談内にl主・せられ，産卵後の髄{ま萎縮し℃僅かに卵嚢の前端fC.

詰る 1 小部分のみ童話外に蔀はれるに至るものである。

(2) オホワタカ乙t.iラ号ドキ Phcna巴occus pergandeia COCQUEREL 

佳は楕固形'にして扇子，波宮f;'P環節は判然しτゐる。概して紫褐色にし

τ，産卵を怒 D たる個世にありては穫は僅かに卵護の前端のみを現し，他l土

卵嚢 J亡℃被包され℃ゐる。卵嚢l土甚だ長くして穫の約 10 倍長である。簡角

は 9 節より E支払第三節は最長片，第二節が之に衣ぎ，第八笥が最短であ

る。之を飼角式で表はせlま 3 ， 2 (1, 4 , 5, 6 、 9 ),:7 , 8 となる。脚は

判然し? 爪は内縁に鋸歯を有し，冠球毛は 2釘ありて附節の末端より生する

も IJ'T~.. ~ま組長(，ー爪の基部にあるものは短大である。 E工門論には 6{聞の剛毛主

時間曹士'~


